


３０周年記念誌

I T C - J
C o u n c i l  N o . 7

我々、インタラクティブ トレーニング イン コミュニケーション－ジャパンの

メンバーは、世界中の相互理解促進のために、コミュニケーション技術と

指導力の向上に努めることをここに誓います。

ITC-J宣誓（ITC-J PLEDGE）

We, as members of Interactive Training in Communication-Japan,
hereby pledge to improve our communication and leadership skills,

in order to achieve greater understanding throughout the world.
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　ITC-JカウンスルNo.7が創設 30 周年を迎えられましたことに対しまして、心よりお祝い申し上げます。

　これまで、コミュニケーションと学びを喜びとし、30年にわたる歴史を積み重ねてこられました。この間、

ITCの世界組織解散など劇的な変化もございましたが、多くの壁を乗り越え、殻を打ち破りながら発

展をされてこられ、多くの女性の活躍と地域の活力づくりに貢献してこられましたことに、深く感謝申し

上げます。

　鳥取県には都会にはない豊かな自然、人と人との絆があります。一昨年、本県を大きく揺らした鳥取

県中部地震においても本県の強みである人々の絆が大きな力を発揮しました。女性の皆様が果断に行

動され、避難所への誘導や要支援者世帯の安否確認などに大きな役割を担いました。女性ならではの

コミュニケーションと共感の輪こそ、震災からの着実な「復興」、そして幸福をみんなでつくりあげる「福

興」への原動力となります。

　人口減少や少子高齢化の進行など人口構造が大きく変化する中で、「最大の潜在力」として期待さ

れる女性の力は地域社会の持続につながる「地方創生の鍵」であり、女性への期待はさらに高まって

まいります。輝く女性の力が最大限発揮できるよう、誰もが共に認め合い、互いに支えあい、個性と能

力を発揮できる地域づくりに引き続きしっかりと取り組んでまいります。

　本年は「大山開山千三百年」の年です。「山の日」記念全国大会などで国内外に力強くアピールして

いくとともに、この美しい自然と心豊かな絆に恵まれたふるさとから、新しい地域の形、女性の活躍す

る社会を創ってまいりたいと存じますので、今後ともご指導、ご支援いただきますようお願い申し上げます。

　結びに当たりITC-JカウンスルNo.7の益々のご発展と会員の皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し上

げます。

輝かしい30周年に寄せて

鳥取県知事　　平　井　伸　治

お  祝   辞
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　カウンスルNo.7が30周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上げます。

　昨年11月の30周年記念会合に出席させていただき、カウンスルNo.7の格調の高さ、プログラムの企画

の素晴らしさ、完璧なご準備、会員の皆様のコミュニケーション力等々に感銘を受けました。

　No.7は他のカウンスルとは距離のある位置にあります。そのためのご苦労は様々おありのことと思いま

すが、設立以来30年間、ITC本来の理念と伝統を継承し、品格を高め、手を取り合って力強く活動を進

めて来られました。毎年開催されています「ITCのつどい」も、会員の皆様の熱意と今日まで培ってこられ

た力量、そして地域との絆があればこそ可能なことです。外へ向けての発信と社会貢献を兼ね備えた特色

ある活動を、ご立派に継続されていることに心から敬意を表します。

　No.7のクラブの平均会員数は他のカウンスルと比較して群を抜いています。カウンスルの指導のもと、

品格あるコミュニケーションとリーダーシップを養成するための良き伝統が守られているからこそと拝察

いたします。

　残念ながらITC国際の歴史は昨年7月に幕を閉じましたが、ほぼ１年が過ぎ、ITC-Jという若い枝が伸

びてきました。この枝を今後どのように育て、伸ばしていくか、環境の変化にどのように順応させるのか、

慎重に見極めなければなりません。これからの大きな課題です。

　この一年、新しい組織作りのために会員の皆様と共に邁進してまいりました。様 な々意見が飛び交う

中で、コミュニケーションの大切さを改めて肌で感じました。テクニックを駆使して相手を論破することよ

りも、相手の話に耳を傾け、相手を傷つけない言葉を選んで伝えること──優しさと思いやりのあるコ

ミュニケーションの方が、より効果があることを実感しました。それこそが私たちがITC-Jで学ぶべき品格

あるコミュニケーションではないでしょうか。

　30周年を機に、カウンスルNo.7がますます充実・発展され、魅力あるITC-Jカウンスルのロールモデル

としての役割をつとめて下さいますようお祈り致します。

カウンスルNo.7　30周年によせて

ITC-J 第 36 期会長　　西　村　みつ子

お祝いのことば
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　ITC-J　カウンスルNo.7創設30周年、おめでとうございます。

　皆様、ご承知のごとく、カウンスルNo.7はカウンスルNo.2から分割され、当初4クラブからなるカウンス

ルとして出発、30年の年月を歩んで参りました。現在、鳥取、米子、倉吉、米子マンデー、出雲、とっとり

砂丘の6クラブ、約130余名の志を共にするメンバーが、ここ山陰の地に寄り添い、共に学び、共に交流す

る喜び、幸いに深く感謝するものでございます。ひとつの組織を維持し、発展させていくことは、それなり

の努力、労苦を必要とすることは申すまでもありません。さりながら、「汝のことばを愛せよ」との創始者

アーネスティン・ホワイト女史の名言の如く、「ことばのもつ力、その及ぼす成果」に思いをいたし、共に学

びを重ねていきたいと思います。

　ITC-J　カウンスルNo.7の向上・発展を願ってやみません。

御祝のことば

カウンスルNo.7 第 1期会長　　西　尾　琉璃子

　今期、カウンスルNo.7が30周年を迎えましたことは、この上ない慶びでございます。

　初代 西尾琉璃子会長により学びの扉が開かれ、爾来30年、私達は多くのことを学び合って参りまし

た。今は、廃版となった黄色いカバーページの議事法マニュアルを紐解き、議事運営法を学び、併せて話

し方、聴き方、書き方、討論の仕方など総合的にコミュニケーション技術を学びながら今日に至りました。

一コマ一コマが走馬灯のように思い浮かびます。

　私は、旧ITC日本リージョンの会長として、第28回年次大会を米子市で開催致しました。大会開催に

あたっては、地方都市故の困難は多 あ々りましたが、No.7の皆様の協力態勢が実を結び、ビジネス、プロ

グラム部門共に充実した大会となりました。また、公式訪問者Sue Martin Div.4 副会長に、公共のコン

ベンションセンターで呈茶のおもてなしが出来ましたことは、私の生涯に亘る思い出となりました。あらた

めて皆様のご協力に感謝の思いでこの原稿を認めております。

“ITC-Jの学びはエンドレス”です。今後も、No.7が堅実で温かい学びの場として発展致しますよう願っ

てやみません。

ITC-J　カウンスルNo.7 30周年に寄せて

（旧）ITC日本リージョン第28期会長　　岡　崎　祥　子

お祝いのことば
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　2017年11月1日の佳き日、カウンスルNo.7は30周年記念会合を平井伸治鳥取県知事を始め、ご来賓の

方 、々ITC-Jの役員の皆様をお迎えし滞りなく終えることができました。

　No.7は、1988年10月、鳥取市に於いて4クラブでの第1回会合が開催されました。元ITC日本リージョ

ンの中でも1番小さなカウンスルの出発でした。

　爾後30年、西尾琉璃子初代会長の志の深さをしっかりと受け止め、私たちは研鑽を積み重ねながら、

30周年という慶事の日を迎える事が出来ました。

　No.7会員一同 この上ない慶びでございました。

　30期会長としてNo.7の来し方を俯瞰的に振り返ります時に、その歩みは堅実且つ創意工夫の積み重

ねの歴史であったと思うのです。

　ビジネス部門、プログラム部門共に、その軌跡にひたむきな努力を感じています。

　それはまさしく、今期掲げました「継承と向上　～叡智をめざして～」のテーマの通り、長年培った知

識や経験が叡智へと昇華し、ひいては私たちの社会生活がより良くなることを目指し、それを願う気持ち

にも通じるものと思います。私たちは、ITC-Jでの学びの歴史を机上の空論に終わらせてはなりません。

　この度、ITC国際の解散に伴い、元ITC日本リージョンは、Interact ive  Tra i n i ng  i n 

Communication-Japan（ITC-J）と名称を改め新たな出発を致しました。新名称や新ロゴマークの呈示

に続き、何より組織の根幹となる会則が整えられました。今期、新組織の形態が順次整っていく過程を目

の当たりに出来ましたことも、稀に見る良い経験であったと感じます。

　ITC-Jと名称が変わりましても、その理念は些かも揺らぐこと無く、自己啓発の精神は脈 と々受け継が

れ継続されています。

　今後とも、No.7会員が心を通い合わせながら、真摯な学びの姿勢を堅持しつつ、私たちの歴史を更に

豊かなものへと紡いで参りたいものと思います。

三十周年を迎えて

カウンスルNo.7 第 30 期会長　　住　田　実寧子

お祝いのことば
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第21期役員

パワートーク ショートコース研修会 交流プログラム（松江）

交流プログラム（米子）

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2008.11.4（火） 米子全日空ホテル

・講演 ・パネルディスカッション
源氏物語千年紀によせて
「ヒロインたちの自己主張のかたち」 講師　西林節子氏

第2回会合
2009.4.17（金） ホテル一畑

・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　都田玲子（米子） リージョンには2位の山本陽子が出場
　論題「姿勢」　題目「上機嫌に極意」　
◇英語の部　小倉恵子（倉吉）
　論題「Turning Point」　題目「Serendipity」
・エンターテインメント
サキソフォーン演奏 ： 仲　春樹氏

第3回会合
2009.6.24（水）

ホテルニューオータニ
鳥取

・役員就任式　インストリングオフィサー ： 川端恵美子（米子マ）
・講演　「パワートーク ショートコースを体験してみましょう」
講師　FITC　小菅あけみ

特記事項

・パワートーク ショートコース研修会 第1回　2009.3.31　講師 ： 泉和子・小菅あけみ
・　　　　　　　〃　　　　　　第2回　2009.6.24　講師 ： 小菅あけみ
・米子マンデークラブ　20周年記念例会　2009.5.11（大和会館）
クラブ数 ： 7クラブ　会員数 ： 171名

年間テーマ

「学び続ける力 ～未来への蓄積～」
会　　　長 ： 藤井豊子（倉吉） 第一副会長 ： 尾﨑　翠（と砂丘）
第二副会長 ： 勝部芳子（米子） 書　　　記 ： 小酒萬喜子（米子マ）
会　　　計 ： 井上壽子（出雲）
議 会 法 規 ： 浜田一恵（米子） 編　集　者 ： 布野泰子（出雲）

カウンスルNo . 7　第2 1期　（2 0 0 8～2 0 0 9）
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第22期役員

交流プログラム（鳥取） 交流プログラム（米子マンデー）

交流プログラム（とっとり砂丘）

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2009.11.13（金）

ホテルニューオータニ
鳥取

・基調講演 「ディスコミュニケーションが広がる中で」
講師　徳永　進氏（野の花診療所院長）
・パネルディスカッション 「コミュニケーション・人と人とのあいだ」

第2回会合
2010.4.2（金） 米子全日空ホテル

・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　森川妙子（鳥取）
　論題「変身」　題目「天からの贈り物」
◇英語の部　吉岡きよ乃（鳥取）
　論題「Information」　題目「The Inner Massage」
・エンターテインメント
米子マンドリンオーケストラ ：
西尾澄子氏　福谷恭子氏　松阪一美氏　岩崎るり子氏

第3回会合
2010.6.22（火）

ホテルセントパレス
倉吉

・役員就任式　インストリングオフィサー ： 江田咲子（出雲）
・ワークショップ　「即興スピーチと評価の実践」
リーダー　但野眞理子（阪神）

特記事項

・米子クラブ　25周年記念　鷲見恵理子ヴァイオリンリサイタル　2009.11.9（米子全日空ホテル）
・出雲クラブ　20周年記念特別例会　2010.3.24（ヴィラ・ノッツェコルティーレ出雲）
 クラブ数 ： 7クラブ　会員数 ： 168名
第28回ITC日本リージョン年次大会が米子で開催された。

年間テーマ

「実践 ～心をあわせて飛躍の時～」
会　　　長 ： 野村惠子（と砂丘） 第一副会長 ： 濱崎恭子（鳥取）
第二副会長 ： 高野美代子（米子マ） 書　　　記 ： 矢部三保子（と砂丘）
会　　　計 ： 山本令子（倉吉）
議 会 法 規 ： 住田実寧子（米子） 編　集　者 ： 清水典子（米子マ）

カウンスルNo . 7　第2 2期　（2 0 0 9～2 0 1 0）
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交流プログラム（出雲）

International  Training　Weekend（ ITW）

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2010.11.2（火） ホテル一畑

・講演
「子供たちはどうなる？～学力をおとし続けた日本のゆくへ～」
講師　吉野恭治氏（若葉学習会専修学校理事長）

第2回会合
2011.4.15（金） 出雲ロイヤルホテル

・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　住田実寧子（米子）
　論題「流れ」　題目「出会い、それは珠玉、宝物」
・「折り紙」Paper Craft で Communication　講師　赤木千津氏

第3回会合
2011.6.29（水） 米子全日空ホテル

・役員就任式　インストリングオフィサー ： 野口美智枝（倉吉）
・プレゼンテーション
 「これからの我がクラブ」 －パワーポイントで遊ぼう－

特記事項

・鳥取クラブ　30周年記念例会　2011.5.20（ホテルニューオータニ鳥取）
クラブ数 ： 7クラブ　会員数 ： 167名

ITCはInternational Training Weekend（ITW）を神戸において開催した。

年間テーマ

「時代に即応して －Let’s try Communication－」
会　　　長 ： 井上壽子（出雲） 第一副会長 ： 小林美智子（米子マ）
第二副会長 ： 稲井幾子（倉吉） 書　　　記 ： 吾郷俊子（出雲）
会　　　計 ： 森　俊子（米子マ）
議 会 法 規 ： 浜田一恵（米子） 編　集　者 ： 又賀敬子（松江）

カウンスルNo . 7　第2 3期　（2 0 1 0～2 0 1 1）

交流プログラム（倉吉）

第23期役員
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第24期役員 第1回会合ワークショップ風景

第1回講演風景

第1回講師

第2回会合ミニコンサート 第3回会合 第3回講師

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2011.11.16（水）

ホテルニューオータニ 
鳥取

プログラムテーマ「話す」
・講演＆ワークショップ　
 「伝えるということ」　講師　羽原順司氏（NHK鳥取放送局長）

第2回会合
2012.4.12（木） 倉吉シティホテル

プログラムテーマ「聴く」 
・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　吉岡きよ乃（鳥取）
　論題「異文化交流」　題目「与えて 与えて・・・スマイル！」
・ミニコンサート　白石由美子氏

第3回会合
2012.6.15（金） 米子全日空ホテル

プログラムテーマ「読む」
・役員就任式　インストリングオフィサー ： 浜田一恵（米子）
・教育＆実践　「読むヒント」ブックレビュー
講師　中永廣樹氏（前鳥取県教育長）

特記事項
・とっとり砂丘クラブ　20周年記念4月例会　2012.4.17（大山ロイヤルホテル）
・松江クラブ　25周年記念野外例会　2012.4.19（植田正治写真美術館）
クラブ数 ： 7クラブ　会員数 ： 163名

年間テーマ

「－今ここに、ともに歩む－」
会　　　長 ： 濱崎恭子（鳥取） 第一副会長 ： 松下節子（と砂丘）
第二副会長 ： 小川乃り子（米子マ） 書　　　記 ： 竹内ひとみ（鳥取）
会　　　計 ： 藤井敦子（倉吉）
議 会 法 規 ： 深澤志津子（鳥取） 編　集　者 ： 勝部芳子（米子）

カウンスルNo . 7　第2 4期　（2 0 1 1～2 0 1 2）
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第25期役員

ITCのつどい 講師第3回講師第3回会合 ワークショップ

第1回会合 歴代会長 第1回講師

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2012.11.8（木） ホテル一畑

25周年記念会合　会合テーマ「過去から」
・記念講演 「活力ある組織へ」　講師　小林祥泰氏（島根大学学長）
・記念行事 「歴代会長とともに」　

第2回会合
2013.4.24（水） 米子全日空ホテル

会合テーマ「今を見つめて」
・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　今岡和子 （松江） 
　論題「故郷（ふるさと）」　題目「福は内」
◇英語の部　朝倉康子（倉吉）
　論題「media」　題目「Back to “real”communication」
・ピアノコンサート　鈴木務津美（出雲）

第3回会合
2013.6.14（金） 出雲ロイヤルホテル

会合テーマ「そして明日へ」
・役員就任式　インストリングオフィサー ： 森川妙子（鳥取）
・ワークショップ
 「評価」　講師　西田冨美子（平安）

特記事項

・第1回「ITCのつどい」　落語とトーク「笑いとコミュニケーション」
講師 ： 春雨や落雷師匠（落語家）　2013.5.15（米子コンベンションセンター）
・倉吉クラブ　25周年記念例会　2012.12.11（倉吉シティホテル）
・クラブ数 ： 7クラブ　会員数 ： 160名

年間テーマ

「紡ぎ・織り ～明日へ～」
会　　　長 ： 清水典子（米子マ） 第一副会長 ： 下手泰子（出雲）
第二副会長 ： 小倉恵子（倉吉） 書　　　記 ： 原田かおる（米子マ）
会　　　計 ： 又賀敬子（松江）
議 会 法 規 ： 秦野順子（米子） 編　集　者 ： 坪倉晶子（鳥取）

カウンスルNo . 7　第2 5期　（2 0 1 2～2 0 1 3）
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第1回会合 パネルディスカッション

第3回会合 ワークショップ（松江） 第3回会合 ワークショップ（米子）第2回会合 春風ミニコンサート

第26期役員

ITCのつどい

講師

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2013.11.7（木）

ホテルニューオータニ
鳥取

会合テーマ「現状を識る」
・パネルディスカッション＆バズセッション
 「会員減少問題解決への手がかり」

第2回会合
2014.3.26（水） 米子全日空ホテル

会合テーマ「創るよろこび」
・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　川端恵美子 （米子マ） 
　論題「ドア」　題目「鍵」
　リージョン日本語の部2位
・春風ミニコンサート
坂上達也氏　坂上和佳子氏

第3回会合
2014.6.25（水） 倉吉シティホテル

会合テーマ「識る楽しみ」
・役員就任式　インストリングオフィサー ： 日下部恵子（と砂丘）
・ワークショップ　「クラブとっておきプログラムの発表」

特記事項
・第2回「ITCのつどい」　講演「放送こぼれ話と朗読の楽しみ」
講師 ： 藤澤武氏（元NHKアナウンサー）　2014.4.19（とりぎん文化会館）
・クラブ数 ： 7クラブ　会員数 ： 161名

年間テーマ

「可能性を広げる ～識る楽しみ～」
会　　　長 ： 野津寛美（米子） 第一副会長 ： 野口美智枝（倉吉）
第二副会長 ： 長石啓子（鳥取） 書　　　記 ： 熊野香苗（倉吉）
会　　　計 ： 北本千枝（鳥取）
議 会 法 規 ： 岡崎祥子（米子） 編　集　者 ： 景山良子（出雲）

カウンスルNo . 7　第2 6期　（2 0 1 3～2 0 1 4）



ITC-J Council No.7   30th Anniversary 

12

第27期役員

第1回会合 第1回講師

第2回会合「お香を聞く」講師と伏籠 第3回会合 ワークショップリーダー（左から）豊川・岡崎・田中

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2014.11.7（金） 米子全日空ホテル

会合テーマ「ITCの魅力」
・講演　「ITCの理念・魅力」
講師　常田道子（京都）

第2回会合
2015.4.22（水） 出雲ロイヤルホテル

会合テーマ「スピーチの魅力」
・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　加納千恵美（と砂丘） 
　論題「笑顔」　題目「お母さんは魔法使い！？」
　リージョン日本語の部3位
・お香を聞く　香道御家流直門師範　大谷暁和氏

第3回会合
2015.6.24（水） ホテル一畑

会合テーマ「学びの魅力」
・役員就任式　インストリングオフィサー ： 今岡厚子（出雲）
・ワークショップ　「ITCの基本を学ぶ」
リーダー ： 豊川三千代（城北・平安）、岡崎祥子（米子）、
　　　　田中英子（鳥取）

特記事項
・出雲クラブ　25周年特別記念例会　2014.10.27（出雲ロイヤルホテル）
・米子クラブ　30周年記念例会　2015.5.13（米子全日空ホテル）
クラブ数 ： 7クラブ　会員数 ： 153名

年間テーマ

「Charming～あなたの魅力を見つけましょう～」
会　　　長 ： 布野泰子（出雲） 第一副会長 ： 森　俊子（米子マ）
第二副会長 ： 森川妙子（鳥取） 書　　　記 ： 景山良子（出雲）
会　　　計 ： 大津理恵（倉吉）
議 会 法 規 ： 田中英子（鳥取） 編　集　者 ： 中井明子（倉吉）

カウンスルNo . 7　第2 7期　（2 0 1 4～2 0 1 5）



ITC-J Council No.7   30th Anniversary 

13

第28期役員 第1回会合 講師 第2回会合 ミニ音楽会

第3回会合 会場風景 ITCのつどい

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2015.11.12（木）

ホテルニューオータニ
鳥取

会合テーマ「PREMのちから」
・講演　「山陰いいもの探県隊の取り組みについて」
　　　  　　～資源の発掘と情報発信～
講師　内山興氏（JR西日本松江支店 支店長）
・各クラブのPREM活動報告及び広報活動に関する質疑応答

第2回会合
2016.4.7（木） 倉吉シティホテル

会合テーマ「話すちから・聴くちから」
・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　渡部洋子（出雲） 
　論題「希望」　題目「梅花のように」
・ミニ音楽会　トーク ： 岡野壮人氏（三朝ヴァイオリン美術館館長）
　　　　　  ヴァイオリン演奏 ： 岡野志穂氏・岡野琴莉氏

第3回会合
2016.6.22（水） 米子全日空ホテル

会合テーマ「継なぐちから」
・役員就任式　インストリングオフィサー ： 野津寛美（米子）
・検討会　「今後の日本リージョンについて考える」

特記事項

・第3回「ITCのつどい」　講演「手話を学び、手話に親しむ」
講師 ： 圓山加代子氏（水のたね代表）　2016.3.3（松江くにびきメッセ）
賛助 ： 島根大学軽音楽部
・鳥取クラブ　35周年記念例会　2016.3.25（ホテルニューオータニ鳥取）
・松江クラブ第28期末をもって解散
クラブ数 ： 7クラブ　会員数 ： 151名

年間テーマ

「チャレンジ ～あなたの煌きで～」
会　　　長 ： 稲井幾子（倉吉） 第一副会長 ： 津田恵子（松江）
第二副会長 ： 竹川奈保子（米子マ） 書　　　記 ： 中井明子（倉吉）
会　　　計 ： 稲墻裕子（と砂丘）
議 会 法 規 ： 岡崎祥子（米子） 編　集　者 ： 小川乃り子（米子マ）

カウンスルNo . 7　第2 8期　（2 0 1 5～2 0 1 6）
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第29期役員
ITCのつどい（講師） ITCのつどい（舞）

第2回会合 きままな音楽会 第3回会合 講師第1回会合 講師

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2016.11.2（水）

ホテルニューオータニ
鳥取

会合テーマ「共に語り合う」
・講演　「やらない後悔よりも、やって後悔」
 講師　チェブラコワ・イリーナ氏（鳥取市環日本海経済交流センター長）
・「我がクラブの年間テーマと教育・プログラム」発表　

第2回会合
2017.4.6（木） 米子全日空ホテル

会合テーマ「共に響き合う」
・スピーチコンテスト
 ◇日本語の部1位　竹内ひとみ（鳥取） 
 　論題「チャンス」　題目「見える」
・気ままな音楽会　LOW-CAL ： 中嶋正典氏　小田原清氏

第3回会合
2017.6.28（水） 出雲ロイヤルホテル

会合テーマ「共に歩もう」
・役員就任式　インストリングオフィサー ： 清水典子（米子マ）
・講演　「わたしの出会った作家たち」
 講師　高橋一清氏（元「文藝春秋」各誌編集長）

特記事項

・第4回「ITCのつどい」　講演「出雲と伊勢」　講師 ： 北島建孝氏（出雲国造）
 「舞いと語り」　いずも民話の会　2017.3.6（出雲大社北島国造館　亀山会館）　
・とっとり砂丘クラブ　25周年記念例会　2017.4.18（ホテルニューオータニ鳥取）
 クラブ数 ： 6クラブ　会員数 ： 144名

年間テーマ

「WITH YOU ～共に成長・共に成果を～」
会　　　長 ： 柴田久実子（米子） 第一副会長 ： 矢部三保子（と砂丘）
第二副会長 ： 福代俊子（出雲） 書　　　記 ： 仁科悦子（米子マ）
会　　　計 ： 山岡和子（鳥取）
議 会 法 規 ： 秦野順子（米子） 編　集　者 ： 遠藤玲子（出雲）

カウンスルNo . 7　第2 9期　（2 0 1 6～2 0 1 7）
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第30期役員

第1回会合 声楽コンサート 第2回会合 ミニコンサート
30周年記念会合
記念講演 講師

ITC-Jのつどい

年月日 会場 会合プログラム

第1回会合
2017.11.1（水）

ホテルニューオータニ
鳥取

30周年記念会合　会合テーマ「継続を寿ぐ」
・記念講演
 「Small is powerful」　講師　鳥取県知事　平井伸治氏
・映像でふりかえる『学びの継承』
・声楽コンサート ： 川西悠紀氏　野津美和子氏　三浦芳男氏

第2回会合
2018.4.24（火）

ANAクラウンプラザ
ホテル米子

会合テーマ「成果を楽しむ」
・スピーチコンテスト
◇日本語の部1位　松下節子（と砂丘） 
　論題「楽しむ」　題目「時を遡る」
◇英語の部　松岡昭博（倉吉）
　論題「challenge」
　題目「Creating a healthy and long-lived town」
・ミニコンサート ： 大原章子氏（オカリナ・サックス奏者）

第3回会合
2018.6.26（火） 倉吉シティホテル

会合テーマ「叡智をめざす」
・役員就任式　インストリングオフィサー ： 井上壽子（出雲）
・各クラブお奨め教育・プログラム

特記事項

・第5回「ITC-Jのつどい」　講演＆ワークショップ
あなたがそばにいると元気になれる　－人間関係を何倍も良くする「聴く力」を高める－
講師 ： 高塚人志氏（帝京大学医療共通教育研究センター客員教授）
　　　2018.3.2（倉吉交流プラザ　視聴覚ホール）
・倉吉クラブ　30周年記念例会　2017.12.12（倉吉シティホテル）
クラブ数 ： 6クラブ　会員数 ： 138名（5月末現在） 　

年間テーマ

「継承と向上　～叡智をめざして～」
会　　　長 ： 住田実寧子（米子） 第一副会長 ： 中井明子（倉吉）／野口美智枝（倉吉）
第二副会長 ： 小酒萬喜子（米子マ） 書　　　記 ： 播磨篤子（鳥取）
会　　　計 ： 竹田初美（出雲）
議 会 法 規 ： 岡崎祥子（米子） 編　集　者 ： 廣田花江（倉吉）

カウンスルNo . 7　第3 0期　（2 0 1 7～2 0 1 8）
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　第 28 回 ITC日本リージョン年次大会は、2010 年 5月25日･26日の両日、米子コンベンションセンターをメイン会場とし
て開催致しました。大会テーマ「叡智をもとめて」は、この精神がここそこに生かされ、私たちの長きに亘る学び、実践力、
そして固い絆が大会を成功裡へと導いたように思います。写真の一コマ、一コマに感謝の思いが込み上げて参ります。

旧 ITC日本リージョン第 28 期会長　岡崎祥子

おもてなし

基調スピーチ

派遣員説明会

昼食のお弁当

オープニング・開会式

奥日野源流太鼓

会場

2010年5月25日～26日
会場 ： 米子コンベンションセンター

ワークショップ

第2 8回  I T C日本リージョン年次大会
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International Training Weekend案内 閉会

次回リージョン大会案内

表　彰

プレゼント贈呈

特別講演
「前向きに生きる心の持ち方」
茂木 健一郎 氏

コーディネーター

晩餐会  於 大山ロイヤルホテル

役 

員 

就 

任 

式

第29期役員

スピーチコンテスト

日本語

英語
教育セッション

第28期役員

第2 8回  I T C日本リージョン年次大会
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期 会長 第一副会長 第二副会長 書記 会計 議会法規 編集者

1 西尾琉璃子（鳥） 三上　博子（鳥） 生和　陽子（米） 加藤久美子（鳥） 高林　敏美（米） 君野　栄子（鳥） 岩橋映美子（松）

2 三上　博子（鳥） 深澤志津子（鳥） 井本登志子（米） 小林　章子（鳥） 秦野　順子（米） 三枝　瑤子（鳥） 田中　英子（鳥）

3 坂口　總子（米） 三枝　瑤子（鳥） 田代美津子（松） 直野　規子（米） 桝田　智子（松） 住田実寧子（米） 西村　頼枝（マ）

4 後藤美恵子（米） 八村恵美子（鳥） 大久保英子（松） 青砥　道子（米） 稲井　幾子（倉） 縫谷みち子（米） 上村　文子（境）

5 大久保英子（松） 坂口いつ子（米） 明島智保子（倉） 北川　佳恵（松） 小嶋都志子（マ） 深澤志津子（鳥） 瀧川　和子（出）

6 尾﨑　千鶴（倉） 岡崎　祥子（米） 太田千世子（鳥） 江原　昌代（倉） 三島　智子（境） 後藤美恵子（米） 河野　　忍（倉）

7 深澤志津子（鳥） 菅野　恵子（松） 大原　温恵（米） 滝田　紘子（鳥） 小林美智子（マ） 岩國　欽子（出） 三上　博子（鳥）

8 浜田　一恵（米） 田中　英子（鳥） 松本伊智子（境） 縫谷みち子（米） 西谷　睦子（倉） 三保聖諭子（マ） 勝部　　翠（米）

9 三保聖諭子（マ） 秦野　順子（米） 正木美恵子（鳥） 石見　普子（マ） 佐藤　浩子（松） 浜田　一恵（米） 増谷美智子（境）

10 三枝　瑤子（鳥） 後藤美恵子（米） 桝田　智子（松） 太田由紀子（鳥） 吉田　圭子（倉） 小林　章子（鳥） 廣田　富子（砂）

11 岡崎　祥子（米） 明島智保子（倉） 三島　智子（境） 野津　寛美（米） 川端恵美子（マ） 大原　温恵（米） 仲田恵津子（松）

12 加藤久美子（鳥） 野坂三柘子（米） 遠澤　玲子（松） 山根たか子（鳥） 山本　龍子（出） 岡崎　祥子（米） 河本恵美子（倉）

13 三島　智子（境） 廣田　富子（砂） 江田　咲子（出） 池淵美津子（境） 清水　典子（マ） 加藤久美子（鳥） 山口　史子（出）

14
明島智保子（倉）
小川乃り子（マ）

西村　頼枝（マ） 遠藤　玲子（松） 吉田　圭子（倉） 浜村　恵子（鳥） 三島　智子（境） 小嶋都志子（マ）

15 秦野　順子（米） 山本　陽子（松） 野村　惠子（砂） 住田実寧子（米） 黒目　訓子（出） 岡崎　祥子（米） 濱崎　恭子（鳥）

16 太田由紀子（鳥） 藤井　豊子（倉） 山根知加子（マ） 尾崎　　翠（砂） 景山　良子（出） 秦野　順子（米） 野坂三柘子（米）

17 山本　陽子（松） 稲井　幾子（倉） 布野　泰子（出） 津田　恵子（松） 尾澤　栄子（マ） 岡崎　祥子（米） 渡部久美子（境）

18 廣田　富子（砂） 池淵美津子（境） 野坂万里江（米） 梨原　裕子（砂） 長石　啓子（鳥） 小林　章子（鳥） 勝部　真理（松）

19 住田実寧子（米） 野村　惠子（砂） 小林美智子（マ） 柴田久実子（米） 前田　淳子（倉） 秦野　順子（米） 中本みゆき（倉）

20 田中　英子（鳥） 清水　典子（マ） 濱崎　恭子（鳥） 野口美智枝（倉） 今岡　和子（松） 加藤久美子（鳥） 野村　惠子（砂）

21 藤井　豊子（倉） 尾﨑　　翠（砂） 勝部　芳子（米） 小酒萬喜子（マ） 井上　壽子（出） 浜田　一恵（米） 布野　泰子（出）

22 野村　惠子（砂） 濱崎　恭子（鳥） 高野美代子（マ） 矢部三保子（砂） 山本　令子（倉） 住田実寧子（米） 清水　典子（マ）

23 井上　壽子（出） 小林美智子（マ） 稲井　幾子（倉） 吾郷　俊子（出） 森　　俊子（マ） 浜田　一恵（米） 又賀　敬子（松）

24 濱崎　恭子（鳥） 松下　節子（砂） 小川乃り子（マ） 竹内ひとみ（鳥） 藤井　敦子（倉） 深澤志津子（鳥） 勝部　芳子（米）

25 清水　典子（マ） 下手　泰子（出） 小倉　恵子（倉） 原田かおる（マ） 又賀　敬子（松） 秦野　順子（米） 坪倉　晶子（鳥）

26 野津　寛美（米） 野口美智枝（倉） 長石　啓子（鳥） 熊野　香苗（倉） 北本　千枝（鳥） 岡崎　祥子（米） 景山　良子（出）

27 布野　泰子（出） 森　　俊子（マ） 森川　妙子（鳥） 景山　良子（出） 大津　理恵（倉） 田中　英子（鳥） 中井　明子（倉）

28 稲井　幾子（倉） 津田　恵子（松） 竹川奈保子（マ） 中井　明子（倉） 稲墻　裕子（砂） 岡崎　祥子（米） 小川乃り子（マ）

29 柴田久実子（米） 矢部三保子（砂） 福代　俊子（出） 仁科　悦子（マ） 山岡　和子（鳥） 秦野　順子（米） 遠藤　玲子（出）

30 住田実寧子（米）
中井　明子（倉）
野口美智枝（倉）

小酒萬喜子（マ） 播磨　篤子（鳥） 竹田　初美（出） 岡崎　祥子（米） 廣田　花江（倉）

カウンスルNo . 7　役員一覧表
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期 資格認証 会計監査 予算・財務 会則・決議 増設 広報 スピーチコンテスト サービスビューロー リージョン資料

1 深澤志津子
（鳥）

萩野　春子
（鳥）

上田　幸子
（米）

小林　章子
（鳥）

坂口いつ子
（米）

後藤美恵子
（米）

宮川一二三
（鳥）

三上博子
（鳥）

太田千世子
（鳥）

2 真嶋　淑子
（鳥）

佐藤　浩子
（松） 

浜田　一恵
（米）

川上富美子
（松） 

田部　陽子
（松）

坂口　總子
（米）

青砥　道子
（米）

西尾琉璃子
（鳥）

野坂三柘子
（米）

3 八村恵美子
（鳥）

松本伊智子
（境）

田中　純子
（松）

尾﨑　千鶴
（倉）

田部　陽子
（松）

池淵美津子
（境）

吉村　道子
（倉）

深澤志津子
（鳥）

縫谷みち子
（米）

4 三上　博子
（鳥）

生和　陽子
（米）

西谷　睦子
（倉）

尾﨑　恒子
（倉）

太田千世子
（鳥）

小川乃り子
（マ）

田代美津子
（松）

直野　規子
（米）

明島智保子
（倉）

5 三枝　瑤子
（鳥）

目次　文子
（松）

高林　敏美
（米）

三保聖諭子
（マ）

尾﨑　千鶴
（倉）

中島　洋子
（松）

岡田　知子
（境）

真嶋　淑子
（鳥）

大谷香代子
（出）

6 菅野　恵子
（松）

真嶋　淑子
（鳥）

石見　普子
（マ）

三上　博子
（鳥）

大原　温恵
（米）

牧島登志子
（境）

布野　泰子
（出）

岩橋英美子
（松）

安田清都子
（砂）

7 直野　規子
（米）

稲井　幾子
（倉）

三島　智子
（境）

北川　佳恵
（松）

尾島ひとみ
（米）

太田千世子
（鳥）

有和紀久子
（マ）

明島智保子
（倉）

若林トキ子
（境）

8 江原　昌代
（倉）

仲田恵津子
（松）

正木美恵子
（鳥）

太田千世子
（鳥）

杉山　節子
（境）

清水　典子
（マ）

佐藤　浩子
（松）

坂口いつ子
（米）

新宮　雄子
（マ）

9 太田由紀子
（鳥）

高林　敏美
（米）

又賀　敬子
（松）

吉村　道子
（倉）

和田　益子
（マ）

石田　豊子
（出）

河野　　忍
（倉）

加藤久美子
（鳥）

河本惠美子
（倉）

10 三島　智子
（境）

勝瀬　公子
（マ）

森脇　恭子
（倉）

坂口いつ子
（米）

福代　俊子
（出）

又賀　敬子
（松）

深澤志津子
（鳥）

竹内　澄子
（松）

勝部　　翠
（米）

11 尾澤　栄子
（マ）

景山　良子
（出）

渡部万里子
（境）

井本登志子
（米）

佐藤　容子
（出）

藤井　豊子
（倉）

川口眞佐子
（砂）

八村恵美子
（鳥）

井上　壽子
（出）

12 池淵美津子
（境）

古満　曙美
（松）　 

太田千世子
（鳥）

太田由紀子
（鳥）

古瀬　和子
（出）

矢部三保子
（砂）

三保聖諭子
（マ）

高野美代子
（マ）

多田　恵美
（砂）

13 濱崎　恭子
（鳥）

原田　鶴子
（松）

小林美智子
（マ）

浜田　一恵
（米）

坂本　和子
（松）

渡部万里子
（境）

稲井　幾子
（倉）

井本登志子
（米）

川端恵美子
（マ）

14 住田実寧子
（米）

渡部　　緑
（出）

笹崎　昭子
（砂）

又賀　敬子
（松）

野坂三柘子
（米）

長石　啓子
（鳥）

増谷美智子
（境）

尾﨑　千鶴
（倉）

津田　恵子
（松）

15 尾﨑　　翠
（砂）

山根知加子
（マ）

石田　豊子
（出）

小川乃り子
（マ）

高野美代子
（マ）

黒田多美子
（倉）

布野　泰子
（出）

郷原　明子
（松）

渡辺久美子
（境）

16 前田　淳子
（倉）

松下　節子
（砂）

青戸あつ子
（松）

加藤久美子
（鳥）

長栄　元子
（境）

西村　頼枝
（マ）

津田　恵子
（松）

井上　壽子
（出）

坪倉　晶子
（鳥）

17 松下　常世
（鳥）

井上　壽子
（出）

浜村　恵子
（鳥）

秦野　順子
（米）

中島　正子
（出）

廣田　花江
（倉）

稲中真知子
（砂）

廣田　富子
（砂）

仁科　悦子
（マ）

18 高野美代子
（マ）

作野万里子
（境）

川口眞佐子
（砂）

藤井　豊子
（倉）

PREM

PREM

住田実寧子
（米）

太田千世子
（鳥）

岩井　節子
（出）

19 松下　節子
（砂）

長石　啓子
（鳥）

遠藤　玲子
（出）

山本　陽子
（松）

山崎　洋子
（マ）

頼田　恵子
（米）

遠藤　絹枝
（米）

20 都田　玲子
（米）

石田　豊子
（出）

太田千世子
（鳥）

浜田　一恵
（米）

山本　令子
（倉）

渡部　　緑
（出）

青戸あつ子
（松）

21 西谷　睦子
（倉）

河野　千恵
（砂）

森　　俊子
（マ）

深澤志津子
（鳥）

又賀　敬子
（松）

浜村　恵子
（鳥）

瀧本　京子
（倉）

22 坪倉　晶子
（鳥）

古満　曙美
（松）

今岡　和子
（松）

野口美智枝
（倉）

岡　　澪子
（出）

稲井　幾子
（倉）

松下　節子
（砂）

23 山口　史子
（出）

浜村　恵子
（鳥）

布野　泰子
（出）

八百谷和子
（鳥）

野津　寛美
（米）

野村　惠子
（砂）

景山　良子
（出）

24 日下部恵子
（砂）

石破　佳子
（砂）

廣田　花江
（倉）

遠藤　玲子
（出）

長石　啓子
（鳥）

勝部　真理
（松）

原田かおる
（マ）

25 青戸あつ子
（松）

稲井　幾子
（倉）

小酒萬喜子
（マ）

高野美代子
（マ） ホームページ 野村　惠子

（砂）
野津　寛美
（米）

播磨　篤子
（鳥）

26 廣田　花江
（倉）

小川乃り子
（マ）

稲墻　裕子
（砂）

山本　陽子
（松）

廣田　花江
（倉）

森　　俊子
（マ）

中本みゆき
（倉）

吉田　知子
（倉）

27 今岡　和子
（松）

稲墻　裕子
（砂）

問　　朝美
（米）

藤井　豊子
（倉）

廣田　花江
（倉）

佐藤　容子
（出）

小林美智子
（マ）

三保聖諭子
（マ）

28 住田実寧子
（米）

竹田　初美
（出）

坪倉　晶子
（鳥）

松下　節子
（砂）

廣田　花江
（倉）

野口美智枝
（倉）

西尾美智子
（出）

中垣　美紀
（砂）

29 三保聖諭子
（マ）

山本　令子
（倉）

中井　明子
（倉）

和田　節子
（出）

廣田　花江
（倉）

谷口久美子
（鳥）

英　　咲子
（砂）

渡部　洋子
（出）

30 吉岡きよ乃
（鳥）

稲井　幾子
（倉）

稲中真知子
（砂）

柴田久実子
（米）

廣田　花江
（倉）

都間ゆかり
（出）

野津　寛美
（米）

坪倉　晶子
（鳥）

カウンスルNo . 7　第１期～第3 0期委員長一覧表
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カウンスルNo . 7　沿革史

1988年 鳥取クラブ、米子クラブ、松江クラブ、倉吉クラブの4クラブで、No.2から分割し、カウンスルNo.7となる。

1989年 境クラブ、米子マンデークラブが認証され、6クラブとなる。

1990年 出雲クラブが認証され、7クラブとなる。

1991年 第9回日本リージョンスピーチコンテスト日本語の部において加藤久美子（鳥取）第1位

1992年 とっとり砂丘クラブが認証され、8クラブとなる。

1994年 第12回日本リージョンスピーチコンテスト日本語の部において竹内澄子（松江）第1位

2000年 鳥取県西部地震のため第1回会合が中止となる。

2005年 クラブ間交流プログラムが始まった。

 境クラブ解散　7クラブとなる。

2009年 パワートークショートコース研修会が2回開催された。

2010年 第28回日本リージョン年次大会が米子で開催された。

2013年 第1回「ITCのつどい」を開催した。

2016年 松江クラブ解散　6クラブとなる。

【註  記】 （旧）ITC  及び （旧）ITC日本リージョンに関する特記事項

 ・ 日本リージョン第33期においては、2015年6月、ITC役員会より日本リージョン3分割を指導する（direct）旨の伝達を受けた。

 ・ 日本リージョン第34期（2015～2016）は、全所属クラブの意向に基づき、日本リージョン3分割問題に対して拒否する回答を

した。その後、ITC役員会からこの案件についてはこれ以上、関知しない旨の伝達を受けた。

 ・ 2017年5月、ITC役員会は「ITCを解散する」旨の決議案を提出した。

 ・ 2017年5月、日本リージョン第35期役員会は、「ITCの解散決議案の審議結果の如何に関わらず、日本リージョンはITC活

動を存続する」旨の決議案を提出し、同年6月の年次大会において採択された。

 ・ 2017年7月、ITC大会（シアトル）に於いて、上記の「ITC解散決議案」は、採択された。

 ・ 2017年8月より、旧ITC日本リージョン第36期は、組織の再構築に関する活動を開始した。

 ・ 2018年1月1日より組織の名称をInteractive Training in Communication-Japan（略称ITC-J）とすることに決定した。な

お、組織の期については、ITC日本リージョンの経過年数を鑑み、これを継続する。ITC-J初年度は「ITC-J第36期」となる。

※日本リージョン 第33期（2014～2015） ： 中島由美子会長　・第34期（2015～2016） ： 高木清子会長

 第35期（2016～2017） ： 中野知子会長　　・第36期（2017～2018） ： 西村みつ子会長

　この30周年記念誌は、主に21 期から30 期までの歩みを編纂致しました。

　カウンスルNo.7がNo.2から独立して以来、紡いだ幾星霜の学びの数々。感慨もひとしおです。努力と創意

工夫の積み重ねの歴史であったことを感じることができました。この30周年記念誌が、今後No.7の歴史として活

用されましたら、これ以上の喜びはございません。編纂にあたり多くの皆様にご協力とご尽力を頂きましたことに深く

感謝申し上げます。

30周年記念誌編纂委員会委員長  秦野順子
委　員　柴田久実子・野口美智枝・問　朝美

30周年記念誌 編纂後記

発行 ： 2018年6月　　印刷 ： 米子プリント社


